
目 的

近年，オゾン層の減少に伴う環境紫外線（UV-B：２８０－

３２０nm）の増加が懸念されている．環境紫外線は，イネ

ごま葉枯病菌（Bipolaris oryzae）をはじめとする植物病原

糸状菌の伝播体である分生胞子の形成を誘起・促進する．

イネごま葉枯病菌を用いたこれまでの研究で，我々は黒

色色素メラニンの合成系遺伝子群とその転写制御遺伝子

及び光回復酵素遺伝子の発現が近紫外光照射特異的に増

加することを明らかにした（Kihara et al.，２００４a, b）．しか

し，その光シグナル（近紫外光）によって活性化するシ

グナル伝達経路については明らかにされていない．

MAPキナーゼは酵母からヒトに至るまで真核生物に普

遍的に存在するセリン／スレオニンキナーゼで，細胞増殖

・分化・アポトーシス・形態形成などの生命現象におい

て重要な役割を果たすことが知られている．そこで今回，

浸透圧・酸化ストレスをはじめとする各種ストレス応答

に関与する糸状菌ストレス応答型MAPキナーゼ（YSAPK）

遺伝子をイネごま葉枯病菌からクローニングし，光形態

形成におけるストレス応答型MAPキナーゼ遺伝子の機能

解析を行なった．

材料及び方法

供試菌は，イネごま葉枯病菌（Bipolaris oryzae）D９／F６‐６９

株を用い，本菌からのYSAPK遺伝子（BoHog１）のクロー

ニングは，モデル糸状菌アカパンカビなどのYSAPK（Hog

１）のアミノ酸配列を用いたディジェネレイト法により行っ

た．供試菌の遺伝子破壊は，薬剤（ハイグロマイシン B）

耐性遺伝子 hph および BoHog１遺伝子の部分配列を含む

プラスミド pSHGDHog１ベクターを用いた相同置換により

行った．また供試菌の培養はすべて PDA培地上で行い，

浸透圧ストレス・殺菌剤条件は本培地にそれぞれ浸透圧

ストレス条件は０．２‐１．０M，殺菌剤条件は０．０１‐１００µg/

mlの濃度となるように添加したものを用いた．

結果及び考察

遺伝子破壊により得られた５菌株のハイグロマイシン

B耐性株を用いて，BoHog１遺伝子破壊の有無の確認をサ

ザン解析により行った結果，そのうちの４菌株で BoHog１

遺伝子が破壊されていることを確認した．次に，野生株

及びこれら４菌株の BoHog１破壊株（∆ BoHog１）におけ

る NaCl，KCl，sorbitolによる浸透圧ストレス条件下での

生育形態を調査した結果，いずれの浸透圧ストレス条件

下においても野生株ではみられない顕著な生育阻害が

∆ BoHog１においてのみ観察され，さらにはその伝播体で

ある分生胞子の形態にも異常が見られた．また，YSAPK

を異常活性化するジカルボキシイミド系殺菌剤イプロジ

オン・プロシミドンを添加した条件下での生育形態にお

いては，野生株がほとんど生育できなかったのに対し，

∆ BoHog１ではその生育阻害が約４０‐６０％に抑えられてお

り，ジカルボキシイミド系薬剤に対する耐性がみられた．

さらにイネ葉上における病斑数も上記殺菌剤処理区では

増加傾向にあった．その一方で，∆ BoHog１における分生

胞子形成やメラニンの合成といった光形態形成への影響

は，長時間（３時間～）近紫外光を照射した場合において

は認められず，分生胞子の形成・菌叢のメラニン化とも

に野生株とほぼ同様であった．しかしながら短時間（～

５分）の近紫外光照射では，∆ BoHog１における分生胞子

形成数が減少し，さらに，メラニン合成系遺伝子群の発

現の低下傾向が認められた．

以上の結果より，イネごま葉枯病菌の BoHog１遺伝子

破壊株は浸透圧ストレスに対し感受性であり，ジカルボ

キシイミド系薬剤に対しては低度の耐性を示すことが明

らかとなった．さらに光形態形成に関しては，５分以下の

近紫外光照射下での光応答性が低下したことから，BoHog１

遺伝子が本菌の光シグナルの伝達にも関与する可能性が

示唆された．今後は，光シグナル伝達のさらに上流に位

置する光受容体を明らかし，光受容からシグナル伝達の

一連の反応過程を解析する必要があると考える．
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